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近年TojuOPJas？"ａ（Ｔｐ）は，その生活環において，

従来より知られていた非固有宿主内における無性生殖世

代のほかに，固有宿主（ネコ科）の腸管粘膜上皮内にお

ける有性生殖世代の存在が明らかとなり，これにともな

い，人獣における本原虫の感染様式についても，従来よ

り知られた食肉中のシストによる感染のほかに，感染ネ

コの糞中に排泄されるオーシストによる経口感染が重視

されるようになった．

Wallaceら（1969,1972,1974）の調査成績によれ

ば，ネコの棲息する地域では人獣間のＴＰ感染が普通

にみられるのに対して，ネコの全く棲息しない地域では

感染はみられないか，みられてもいちじるしく低率であ

るという．こうした事実はオーシストの自然界への分散

がＴＰ感染に関して一義的な意味をもつものであると

いうことを意味し，本邦各地におけるごとく，ネコの普

遍的に棲息するところでは，オーシストによる感染が人

獣間にごく普通に起っているであろうことを示唆する．

しかし，シスト，オーシストそれぞれの感染形による

人獣間の感染は，ヒト，ブタ，ネコなど宿主の食'性や摂

食条件の相異によってもいちじるしく異なるものと推定

される．たとえば，ヒトやネコの場合には，シスト，オ

ーシスト両者による感染の可能性が考えられるのに対し

て，特定の配合飼料による飼育豚の場合には，両者のう

ちシストによる感染はほとんど無視しうると考えられる

からである．

そこで，われわれは一養豚地帯において，互に近接す

る小地域ごとに，そこに居住する養豚者，ブタ，ネコに

ついて，Ｔｐ抗体保有状況について調査し，得られた結

果にもとずき考察を加えてみた．以下はその報告であ

る．

調査対象および調査方法

１調査地区

調査地区は静岡県小笠郡浜岡町である．浜岡町は人口

約'8,000．北部丘陵地帯に源を発する新野川と朝比奈川

とが合流して遠州灘に注ぐ河口附近には，いくすじもの

砂丘列が並び，海岸線と平行して走る国道沿いには池新

田などの町場が発達し，一方これらの河川に沿って新

野,朝比奈，比木などの集落が形成されている．全町を

通じて茶の栽培と養豚が盛んで，とくに種豚の生産では

全国一をほこっている．

調査地区は地勢および行政上さらに新野，朝比奈一

沢,朝比奈一原，比木，池新田，佐倉の６部落に区分さ

れる（Fig.１)．

現所属機関１）静岡県養豚試験場

2）静岡県東部家畜保健衛生所

3）群馬大学医学部寄生虫学教室

4）静岡県西部家畜保健衛生所
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２調査対象

ヒトについては各部落における養豚家およびその家族

のうち成人（21～70歳）のみ計142世帯，316名（男159

名，女157名）を対象とし採血した．被検者における年

齢別人員構成比は各部落間にとくに偏りはなく，平均的

には21～40歳：４１～60歳：６１歳以上の各年齢群の人員数

比はほぼ３：５：２となっている（Tableｌ)．

ブタについては，各部落で飼育されているランドレー

ス種の種豚（年齢１～５歳）計722頭を対象とし，また

ネコは各部落で捕獲された野良猫計88頭を調査した．ネ

コの捕獲には，ねずみとり器の原理にならって特製した

捕獲器（Fig.２）１０台を用意し，これを各部落ごとにそ

れぞれ各豚舎周辺の10ケ所に１昼夜ずつ設置し，１昼夜

の問に数回巡回し，その際捕獲猫については採血したの

ち剃毛のうえマークして解放し，再度採血することのな

いよう配慮した｡かくして新野を除く５部落について冬

１昼夜ずつ合計５日間連続捕獲，採血した．なおネコ捕

戸几

【
〕

、
．
！
’
ノ
ｉ
１
・
ノ

ノ
、

ゴ

１

－ノ

FigurelThemapofHamaokadistrict，

showingsixareas．

TablelDistributionofpersonstestｅｄｉｎｅａｃｈａｒｅａｂｙａｇｅ

Ｎｏ．（％)personstestedinagegroupofＮｏ．households
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獲器１台につき１昼夜平均1.8匹の割合でネコを捕える

ことができた．

３調査方法（血清反応）

ヒトおよびネコについては，その血清について色素試

験（ＤＴ）を，またブタについては，濾紙吸着血液につ

き間接赤血球凝集反応（ＨＡ）をおこなった．ＤＴにつ

いてはSabinandFeldman（1948）の変法（小林ら，

1968；小林，1969）を用い，二１：１６を陽性とした．

ＨＡについてはＨａｎａｋｉｅｒａＺ．（1969）による方法に準

拠する化血研のトキソ用キット製品によるマイクロタイ

ター法を用いた．すなわち，ブタの耳翼穿刺により出血

させて得た血液を直接採血用濾紙（東洋濾紙１号）に吸

着させ，十分乾燥させたのち，これをキット附属の溶解

液で溶出したものを被検血清（１：１６）とし，その段階

Ｖ，
Figure2Thecattrapandcat-holdinｇｂａｇ，

Ｔｈｅｒｏｕｎｄｈｏｌｅｓｅｅｎａｔｔｈｅｂａｇｉｓｔｏｂｅ

ｕｓｅｄｆｏｒｐｕｌｌｉｎｇｏｕｔａｐａｗｏｆｔｈｅｃａｔｃapt-

uredinsideofthebagandbleeding．
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Table2ResultsofsurveyforTbjmPmsjWaantibodiesonhumans，swineand

catsinHamaokadistrict

ＳｗｉｎｅＨｕｍａｎｓ

Ｐｏｓｉｔｉｖｅ＊

Ｃａｔｓ

Ｎｏ．

ｔｅｓｔ．

Positive*＊

No.（％）

Ｎｏ．

ｔｅｓｔ．

Ａｒｅａ Ｎｏ．

ｔｅｓｔ、

２８

７５

６７

６２

３７

４７

Positive＊

No.（％）

５(17.9）

15(20.0）

６（9.0）

15(24.2）

３（8.1）

10(21.3）

No.（％）

11(13.4）

19(22.4）

20(15.4）

63(33.2）

８（7.8）

36(27.1）

Niino

Asahina-Sawa

Asahina-Hara

Hiki

lkeshinden

Sakura
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２(12.5）

４(28.6）

８(29.6）

１（6.7）

５(31.3）

６
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７
５
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Total 316５４(17.1）７２２157(21.7）８８２０(22.7）

＊Ｄｙｅｔｅｓｔ ＊＊Indirecthemagglutinationtest ＊*＊Ｎｏｔｄｏｎｅ

稀釈用溶媒としては，キット附属の製品より直ちに作成

して得られる抗原感作血球浮遊液をそのまま用いた．な

お血清反応はプラスチック製のトレーを用い，室温に１

昼夜静置して翌朝判読し，≧１：256を陽性とした． ９＜０
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１ヒト，ブタ，ネコにおける抗体保有率

養豚家およびその家族におけるＤＴ陽性率はTable

２にしめすごとく，平均17.1％（54/316）で，これを各

部落別にみると，新野17.9％，朝比奈一沢20.0％，朝比

奈一原9.0％，比木24.2％，池新田8.1％，佐倉21.3％と，

各部落間に著しい格差がしめされた．

一方ブタにおけるＨＡ抗体保有率は，平均21.7％

(157/722）で，新野13.4％，朝比奈一沢22.4％，朝比奈一

原15.4％，比木33.2％，池新田7.8％，佐倉27.1％であ

った．

またネコにおけるＤＴ抗体保有率は，平均22.7％

(20/88）で，部落別のそれは，朝比奈一沢12.5％，朝比

奈一原28.6％，比木29.6％，池新田6.7％，佐倉31.3％

であった．

いまヒトとブタ群における抗体保有率につき，各部落

毎の両群の相関をみるに，Ｆｉｇ．３にみるごとく有意の

正相関（r＝＋0.865,Ｐ＜0.05）がしめされた．一方ブタ

とネコの各陽性率間には弱い正相関がしめされた（r＝

＋0.706,0.05＜Ｐ＜0.10）が，ヒトとネコの陽性率間に

は相関がみとめられなかった（r＝＋0.437,0.4＜Ｐ＜

0.5)．

２食肉の摂取頻度についての調査

ご各部落ごとに養豚家とその家族につき，食肉の摂取頻

１０２０３０

Humans,％positiveDT

Figure3Relationshipbｅｔｗｅｅｎｔｈｅｐｏｓｉ－
ｔｉｖｅｒａｔｅｓｏｆｓｗｉｎｅａｎｄｈｕｍａｎｓｉｎｖａｒｉｏｕｓ

ａｒｅａｓ･

度１こついて調査した結果はTable3Iこしめすとおりであ

る．調査項目では肉の生食の有無についても調べたが，

被検者全員生食はしないという結果を得た．

そこでいま肉食の頻度について，かりに週３回以上の

食肉摂取者の比率をとってみると，新野地区57％，朝比

奈一沢26％，朝比奈一原30％，比木25％，池新田43％，佐

倉30％のごとくであった．

（１０）
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たるか否かは，株の毒力と感染量によって決定される

が，多くの場合感染は散発的で，感染はしても発症する

にいたらないのが普通である．因みに浜岡町の場合，そ

の地域の獣医師によってＴｐ発症豚として診断，摘発

された経験をもつ養豚農家は，過去十数年間に170世帯

中57世帯（33.5％）の割合にみられ，年間平均としては

約３％に過ぎない．

つぎに各部落間における養豚家とその家族の感染率の

差について考察してみたい．

この地方の各養豚家庭における食肉摂取量について

は，その詳細は不明であるが，肉食の頻度に関しておこ

なった今回のききとり調査の結果からみるかぎり，各部

落養豚家の抗体保有率の差は，これを肉食の頻度，換言

すればＴｐシストの摂取頻度の差によって説明するこ

とはできない．

既に記したように，ヒトとブタの陽性率間には各部落

につき有意の正相関がみとめられたが，このことは，そ

れが人豚間の直接相互感染を意味するものではなく，ヒ

トとブタとが同一の感染源よりなんらかのルートを介し

て，それぞれ感染を得ているとする可能性が大きいこと

を示唆する．そうだとすれば，それはオーシストによる

感染，具体的にはオーシストを含む汚染物件とりわけ士

壌が最も有力な感染源となっていることが想定される．

今回の調査では，各地区におけるネコの陽性率とヒト

のそれとの間には相関がみられなかったが，ネコとブタ

の各陽性率間にはある程度の正相関がしめされた．この

ような相関の程度については将来ネコの検査頭数を増し

てより詳細に検討する必要があると思われるが，ただこ

の場合，ブタとネコについて，その行動範囲と食性(餌）

の点から考察すると，ブタの陽性率の方が，ネコのそれ

よりも，その地区のオーシストによる汚染の程度をより

直接的に表示するものと考えられる．

著者ら（小林ら，1974）は先きに東京都大田区蒲田病

院産婦人科を訪れた妊婦について，各種家畜の飼育経験

の有無と妊婦のＴｐ感染率との関係について検討し，

その結果ブタ飼育経験者群においてのみ対照（動物非飼

育経験者）群よりも有意に高いＤＴ抗体保有率をみと

めえたことを報告したが，こうした事実は上記の推論を

裏付けるものと考えられる．

さて最後にネコの排泄するオーシストがどのようにし

てブタさらにはまたヒトに感染するのかという問題につ

いて考察してみたい．

ネコは本来飼育猫よりも野良猫の方が圧倒的に多く，

Table3Resultsofquestionnairefor

meat-eating

Personswithpreference
foreatingmeat＊Ｎｏ．persons

questioned
Ａｒｅａ ㈹

’
㈹
⑳
㈹
㈹
㈹
㈹
’
㈹

Ｎｏ．

Niino

Asahina-Sawa

Asahina-Hara

Hiki

Ikeshinden

Sakura

０
９
０
５
７
６

３
８
７
６
４
５

７
３
１
６
０
７

１
２
２
１
２
１

Total 357 114

＊Ｍｏｒｅｔｈａｎｔｈｒｅｅｔｉｍｅｓａｗｅｅｋａｒｅｒｅｇａrdedas

ratherpreferentialinthisdistrict．

論議

浜岡町における養豚家およびその家族におけるＤＴ

抗体保有率は，平均的には17.1％で，部落により最低

8.1％から最高24.2％と，かなりの格差がしめされた．

今回対象とした被検者の年齢階層別の人員構成比率は，

各部落につきほぼ同等と見微しうるので，各部落間の陽

性率の相互比較は可能であると考えられる．一方ブタに

おける抗体保有率についても，各部落により最低7.8％

から最高33.2％と著差がしめされたことは先に記したと

おりである．

さて本地域におけるブタのＴｐ感染様式について考

察してみるに，この地域のブタは過去十数年来すべて農

協配合の豚飼料（組成はトウモロコシ，高梁，鉄，大豆

粕，魚粉，それにある種の牧草を粉末化したルーサンミ

ールよりなる）によって飼育されてきているので，シス

トによる経口感染の可能性はほとんど考えられない．ま

たブタ間における相互接触による二次的感染，たとえば

急性発症豚よりの経鼻感染の関与も特殊な例としての可

能性は，これを否定しえないとしても，信藤・堤(1974）

によるブタについての経鼻感染実験の結果や急性感染マ

ウスと正常マウスの同居時における一般的経験事実を勘

案すると，疫学上の問題としてはほとんど無視してもよ

いと考えられる．とすると，少くともこの地域のブタ間

における感染がもっぱらオーシストによって起っている

であろうことはほぼ確実であり，したがって種豚におけ

る抗体保有率は，各地区におけるオーシスト汚染の程度

をほぼ反映するものと考えられる．

オーシストにより感染したブタがさらに発症するにい

（１１）
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後者は前者の５～６倍あるいはそれ以上にも達するもの

と推定されているが，これらのネコはブタの配合飼料と

りわけ離乳用の粉末飼料を好み，これを求めて豚舎に集

中する事実がある．またブタの出産時の胎盤をネコが求

めて集まり，さらには出産直後の子豚を襲うこともある

という．このような理由から，豚舎内およびその近辺は

ネコの出没が盛んであり，したがって確率的に感染ネコ

による土壌その他の物件のオーシストによる汚染の頻度

も豚舎周辺において濃密となるであろうことは想像に難

くない．

土壌や水中に混入したオーシストは，適切な季節であ

れば速やかに発育し，感染可能なオーシストとなり長期

にわたって生存する(大島ら，1975)．一方，ブタは土壌

を食する習性があるので，そのような汚染土壌によって

感染する機会は当然ありうるわけであるし，また養豚者

およびその家族もなんらかの機会に士壌，風塵，野菜等

を介してオーシストを口にし感染をうける場合があるこ

とが考えられる．

た浜岡町農業協同組合専務理事林藤四郎氏，同組合養豚

部長沖政治郎氏，静岡厚生病院眼科平田史子博士，地元

開業医師吉弘正久博士に深謝する．

（本研究の要旨は1975年，第35回日本寄生虫学会東日

本大会において発表した）
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要約

静岡県の一養豚地帯，小笠郡浜岡町の６部落につき，

養豚者とその家族(成人のみ)142世帯，316名，種豚722

頭および各部落で捕獲された野良猫88頭についてトキソ

プラズマ抗体保有調査を行い次の結果をえた．

１．養豚者およびその家族におけるＤＴ陽性率の全

部落平均は17.1％（8.1％～24.2％）であり，全部落の

ブタにおけるＨＡ陽'性率の平均は21.7％（7.8％～33.2

％）であった．

各部落におけるヒトとブタの陽'性率間には有意の正相

関がみとめられた．

２．ネコのＤＴ陽‘性率は平均22.7％（6.7％～29.6

％）であり，各部落におけるネコの陽性率とヒトのそれ

との間には相関はみられなかったが，ネコとブタの各陽

性率間には弱い正相関がみられた．

３．以上の事実は，この地域においては，人豚ともオ

ーシストによって汚染された共通の感染源たとえば土壌

等よりする感染の可能'性を共有することをつよく示唆す

る．

稿を終るにあたり，本研究推進上多大の御援助を賜つ

（１２）
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AN EPIDEMIOLOGICAL STUDY ON TOXOPLASMA ZOONOSIS AMONG

MAN, SWINE AND CATS IN A PIG-BREEDING DISTRICT
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AND
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Under an idea that prevalence of swine toxoplasmosis may reflect the degree of the oocyst

infestation of an area, a survey was conducted on humans, swine and stray cats in six areas

of Hamaoka district, Shizuoka Prefecture for the presence of Toxoplasma antibodies (Figure 1).

Sera from 316 humans and 88 cats were dye-tested and 722 sera from pigs were tested by

the indirect hemagglutination (HA) test using a commercially available kit.

In the whole examined district, the prevalence rate of the antibodies among pig breeders

and their families was 17.1 % (54/316), ranging from 8.1 to 24.2 % according to the area.

Positive HA titers were detected among pigs at a rate of 21.7 % (157/722), the range being

from 7.8 to 33.2 %. The sera from the cats were found to be dye test positive at 22.7 %

(20/88) (Table 2).

A significant positive correlation was recognized between the positive rates in swine and

man in the respective areas (r= +0.865, p<0.05) (Figure 3), while a weaker correlation between

those in swine and cats (r= +0.706, 0.05<p<0.10).

The resulte obtained suggest that the prevalence rate of Toxoplasma infections among

domestic swine would be as an indicator for the oocyst infestation of an area, and both pig

breeder's families and their swine share the infection through the same source, i.e. the soil etc.

contaminated with the oocyst.

( 13)




